



















が失われた、ということである。中期ベンガル語 (Middle Bengali) の初めから、この現象はあっ
たと考えられる 2）。また、現代ベンガル語に観察される幾つかの特徴、たとえば、起源的には



































　例として、下に 8 ＋ 6 拍のポアール韻律の詩を挙げる。
 tomāre bujhāi bandhu || tomāre bujhāi |1a| 
 d
4 4
ākiy4ā śudhāy4a more || hena jana nāi |1b|  
 anukhana gr
4
he mora || gañjay4e sakale |2a| 
 niścay4a jānio muñi || bhakhimu garale |2b| 
　中期ベンガル語初期の復元音は次のようであったと考えられる。
 *[tomare bujhai bondhu || tomare bujhai] 
 *[ɖakia ʃuddhayo more || hæno jono nai] 
 *[onukhono gr
4
he moro || gɔɳjɔyo ʃɔkole] 











	 語末の閉音節のみを 2 拍と数える
　つまり、語末の閉音節は、語末の母音が省略されて発音されないことにより生じたものであ




 *[tomare bujhai bondhu || tomare bujhai] 
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 *[ɖakia ʃuddhay more || hæno jon nai] 
 *[onukhon gr
4
he mor || gɔɳjɔy ʃɔkole] 































	 ① 1 行を構成する拍数（音節ないし母音の数に等しい）
	 ② 1 行を構成する部分のそれぞれの拍数　
　ただし、同じことを、今度は、新しい段階の発音を前提に行うのである。つまり、新しい段
階の発音においては語末の母音が落ち、その結果として出来た閉音節が多いが、それらをも含









tta Pay4ārˈ (8+6, or 4+4+4+2)3）  
 āsāra⁄ āśā | āśā kebala⁄ || āśā mātrā | holo |1| 
 citrera⁄ kamala⁄ yemona⁄ || bhr
4
n4ga bhūle gelo |2|
 khela⁄bo bole | phā~ki diy4e || nābāle bhūtalo |3| 
 ebāra⁄ 
 ye khelā khelāle māgo || āśā nā purilo |4| 




 [aʃar aʃa | aʃa kebol || aʃa matra | holo |1|] 
 [citrer kɔmol jæmon || bhriŋgo bhule gælo |2|] 
 [khelbo bole | phãki die || nabale bhutolo |3|] 
 [ebar]4） 
 [je khæla khælale mago || aʃa na phurilo |4|]  
　実際に発音される母音ないし音節の数を勘定すると、8 ＋ 6 である。すなわち、ポアール
韻律である。ただし、2 行目の前半部 [citrer kɔmol jæmon] は変則的に 6 母音しか含んでおらず、
本来あるべき 8 母音に足りない。つまり、この部分では Dalˈbr
4
tta は完全なかたちで発現してお
らず、この部分に含まれる三つの語末の閉音節 -rer, -mol, -mon のうち、どれか二つを Miśrabr
4
tta



































tta 韻律、および民謡の韻律 (Char4ārˈ Chanda) を考慮
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